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〔特別掲載〕
（東女医大雄武30巻第g号頁1758－1764昭禾口’35年9月）

健全歯牙（細編蝕歯）の年令的推移に関する考察

東京歯科会研究所（所長 山崎教男）
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（受付昭和35年7月28日）

        1 緒   言

 ききに著者は，歯牙蠕虫の罹患状態が年令的にいかに

推移するかにっきi報告したが，その罹患者率の消長は歯

牙の脱落により著しく影響をうけることを述べた。今回

は健全歯（薄命にたいして）の消長を年令的に追求する

ことにより，歯牙脱落を考慮しない鶴双晶患者率の消長

倒輪的には正規型の累積度数曲線となる）を裏面から観

察したと同じ結果をうるであろうと考えて観察を行なっ

た。従来，現在歯の消長を観察した報告56）はしばしば

見受けるが，それも年令的に一時期に偏することが多

く，さらにこれを健金歯のみに限って観察したようなも

のは全くない。しかし，鶴蝕発生とその経過を知るため

に逆に健全歯の消長を追求することは極めて重要な事項

と考えられる。

        ■ 研兜資料

 研究資料は，さきに著者が鶴蝕発生状態の年令的推移

に関する考察の発表で使用した資料にっき，あらためて

健全歯のみを抽出して観察を行なった。すなわち，東京

都内の一般診療所十数ヵ所を選び，昭和25・）33年置至

る外来患者より勇：女各才毎に30名を無差別抽出しすこ4200

名（11～80才）の成績である。

        皿 研究方法

 前報告と同様に資料を5才毎に分割して1年令階級を

150名ずっとし，肯｛1回と同じく歯牙の萌出時期を考え

て，中切歯，側切歯，第1大臼歯は11才以上，犬歯，第

1小臼歯，第2小臼歯，第2大臼歯は16才以上，智歯は

26才以上にっき観察と統計処理を有なった。統計処理に

あたって，健全歯率（被検者数に対して鶴蝕未罹患現在

函の率の意）の箕田，その標準誤差の算出には前報告の

編蝕羅患者率ならびにその標準誤差の算出の方法8）に準

じた。また健全歯率の年令的消長に関する回帰は最少自

i乗法4）によりこれを求めナこ。

        IV 成   績

 各歯牙の各年令階級における健全歯数は表1（男），表

2（女）に示す通りで，その健全歯率および標準誤差は表

3（男），表4（女）に示す通りである。

 各歯牙の健全歯の年令的消長傾向に関する回帰を最少

自乗法により求めると，その回帰方程式はつぎの通りで

ある（但し，統計処理にあたり2次の項が小数点3位ま

で0となったときは，これを0と見なして処理した〉。
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右

各歯牙の年令階級別健全歯数（女）
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        1型：26～30才になつても函牙はほとんど健全で，そ

     の後徐々に驕蝕歯，脱落歯が増加して行くが，まだ40才

     前後で90％程度の健全歯を保有し，緩い曲線を描きなが

      ら76 N 80才で10～30％程度まで低下するもの（従つ

      て傾向線は上方1と轡曲）。

       ：H型：16 ・V 20才頃より健全歯率が低下しはじめ，徐

      々に低下’して（1型より早期から憩速に），76～80才で

      0～10％まで下るもの。
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表3 各歯牙の年令二
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歯  種

     f
96．0±1． 6001 81．3±3． 1841 82．7．1 3． 089

1 1．：． ．A t ：・ V－UA：i

［n－isl i ．is2・7一±g・oe？L一． ． L 1 i i6－6’ l ioo
  ・6一・・… i82・隅089176・0・3・487ig7・3・1・323；1・・ …… …98細・925…97・3…323

下21…25…． 184・ 0 ・E 2・9931747圭3・550197・3士1・323，g8・7士0・925198・7土0・92r96・0士1・600ig6・0士1・600

  26’一30 185・3士2・908181・3光3・184158・7土4・ 02990・7圭2・371、96・0且600、97・3且323198・7±0・925｛98・7土0・925

鋼1：ll：1：購：灘：；：竃：謬端器lll：矯1琶1：1‡；：銘1凱1糊；：ll昆：1獺灘：識

1副黙黙：1‡1：9翻：謡：鵬gz：㌃1覇黙：：9i：繋目：1羅：t：麟1：91：：㍊

顎5ト55…60・岨000156・0土4・053i52・ 9：e一 e・ 97？”i98・0±3． 80gis2・7土3・089181・3±3・18蝉0・3・266173・3圭3・612

  56－60148・0圭4・ 07936・0土3・91g138・7土3・977E2・0上4079！62・7±9・ ？fg i81・3圭3・184180・0士3・266172・0土3・666

1慧il鰍i讃｛li選ili；i灘ill！i羅llil難liiiili…：lli薫illi讐li

18．7」＝3．18422．7±：3．41522．7±3．41525．3±3．55026．7」＝3．61238．7十13．977 29．3土3．716 28．0±二3．666
     1 ’”一．．Jl．． 一’ ． ．．一1                           E
璽i慧 i…§rli 1÷i i三選…罎 ii 讐i÷i ii羅§ li「… 菱…iil i圭i；垂蓼1§ …1… iヨi控… i手i …義

＿空1．．．L．．．L．r．1・〔・．コ貫．．「互．「・三

 皿型：11～15才ですでに，騙蝕歯，脱落歯のため健全

菌率が70％前後に低下しており，以後は比較的緩やか

な曲線を描いて低下、し，76～80才で0～10％に下るも

の。

 IV型：16～20才騨まで嫉殆んど全歯健在であるが・以

降ほとんど直線的またはそれに近い曲線で健全歯率が低

下し，76～80才で0～15％に下るもの。

 V型：11・v15才で90～100％，16～20才で80・vgO ％

の健全歯率を示し，以後は直線的またはこれに近い曲線

で低下して，76～80才で0～10％に下るも．の。

 VI型：すでに11～15才で80rv90 ％，16・）20才で70

～8Q．％に健李歯率が低下しており，以後は直嫁的に低

下して．76・）8Q才でO nvlO％まで下るもの。

@n型：すでに 11t一．15才で7Q耐80％の低率まで健全歯

率が侮下しており・その後も急運に侭下して7老年期に

毒．りやや緩やかとなり・76ツ80才：で0！）10％に下る．も

の（従って傾向線は下方に轡曲し，1，■，狙型と逆の

型を示す）。

 以上の7型を模型的に図示すると，図1に示す通り

で，各歯牙の健全工率消長の傾向線をこの7型により分

類すれば表5に示す通りである（上記分類は回帰方程式

の次の項が小数点3位まで．0となったものは直線と同様

分類しアこ）。

       V 総括ならびに考按

 従来，驕蝕歯の消長に関する研究は数多く見られる

が，その罹患者率の推移は歯牙脱落の影響をうけるため

に実態を掴むことが比較的困難である。そこで私は現在

歯の中から翻蝕に罹患していない歯牙を選び，その消長

を追求することとした。勿論脱落歯の申には鵬蝕を原

因としないものもあり，未編蝕罹患歯の消長を以てその

まま騙蝕罹患率を裏がえしたものと断ずることはできぬ

が，従来のBreckhus 2）， Allen 1，Krogh 5）らの研究

．∵7761で一
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級別健全二二表 （男）

左 側

（［ 6U［5ill 5EV， 1

鵬＿躯＿．

198．7土0．92516引3止1．323

        100
．i 93．3土2．04197．3±1．323

…1           「

！i76．〇三ヒ3．487 188．0±2．653

ij 82．7±3．089 ｛82．7士3．089

V4．7土3．55。174．7。3．55。

 ニ                    ド

／66…3・ 848 1 68・・±3．・・9

．172．0±3．666 170．7士3．716
ii

…160．〇ニヒ4．000
i｝25．3土3・・55・

・i 25．3±3．550

1， 1． 17． 3 ，L 3． 089

／ 18．7±3． ls4

   1

61． 3±3． 977

26．7±3．612

26．7＝ヒ3．612

12．〇ニヒ2．653

16．0＝ヒ2．993

100

98．7土0．925

96．0±1．600

90．7士2，371

86． 7±2． 773

85． 3±2． 908

76．0土3．487

76．0土3．487

70．7士3．716

34． 7±3． 887

33． 3 ，L 3． 848

21．3士3，343

22．7土3．415

97．3±1． 323

98．7士0．925

94． 7±1． 829

86． 7±2． 773

88． 0 ，L 2． 653

77．3ニヒ3．415

68．0土3．809

68． 0±3． 809

62．7±3．949

22． 7±3． 415

25．3士3．550

9． 31 2． 371

16．0土2．993

98．7士0．925

94． 7 ±1． 829

88．0士2．653

90．7土2．371

82．7士3．089

72． 0±3． 666

61． 3±3． 977

70． 7±3． 716

57．3＝ヒ4．039

26．7±3．612

20．0＝ヒ3．266

17．3土3．089

13．3土2，773

93．3土2．041

88．0士2．653

82．7士3．089

70．7二L3．716

69．3土3．766

70． 7 一」， 3． 716

62．7土3．949

48．0＝ヒ4。079

57．3士4，039

44．0土4．053

26．7，h3．612

20．0士3．266

10． 7 ，L 2． 524

6．7二L＝2．041

96．Ob1．600

90． 7±2． 371

85．3士2．908 89．3士2．524

86．7±2．7731 81．3±3．184

69．3±：3．766 74．7士3．550

68．0＝ヒ3。809 69．3土3。766

53．3±4． 074i 58．7，L 4． 020

64．0±3．919i 62．7，t3．949

48．0土4．079 46．7ニヒ4．074

25．3ニヒ3．550 21．3土3，343

20．〇ニヒ3．266 13．3±＝2．773

12．0士2．653  8．O±2．215

8．0＝七2．215 10。7士2．524

2 3 4 5 6 7 8

100

98．7士0．925

96．0±1． 600

97． 3±1． 323

98．7士0．925

93．3一±2．041

88．0土2．653

81． 3±3． 184

80． 0±3． 266

76。0士3．487

49． 3±4． 082

42．7ニヒ4．039

24． 0±3． 487

29・3・ヒ3・7・6 1 2S・・士3・666

g；P30±1． 323 i gs．7±o． g25

98． 7 一，E O． 925 ［ 100

94．7二L1．829  97．3」＝1．323

97．3ニヒ1．323  97．3土1．323

93． 3 ，！i 2． 041 1 94． 7 ，t， 1． 829

88．0±2．653  89．3二L2．524

82．7ニヒ3．089  88．0士2．653

84． 0 ，．t 2． 993 1 81．3 ，t 3． 184

77．3圭3．415  81．3＝L3．184

54．7±4．064  62．7士3．949

42．7S＝4．039  42．7土4．039

28．0一±3． 666 1 41．3±4． 020

       34．7ニヒ3．887

100

98．7－kO．925

96．0土1．600

90．7士2．371

78．7士3．343

89．3士2．524

69．3士3．766

80．0土3．266

70． 7±3． 716

48． Ot 4． 079

33． 3 一± 3． 848

26． 7±3． 612

24． 0－k 3． 487

94．7士1．829

94．7±1．829

90．7士2．371

88．0士2．653

76。0士3．487

80． 0 d， 3． 266

58．7ニヒ4．020

65． 3±3． 887

56． 0±4． 053

32． 0±3． 089

25．3土3．550

14．7士2．908

10．7±2． 524

76．0士3．487

70．7＝ヒ3．716

69．3－h 3． 766

54．7土4．064

57． 3±4． 039

64． 0± 3． 919

54．7上4．064

44．0士4．053

45．3＝ヒ4．064

33．3＝ヒ3．848

22．7士3．415

14．7士2．908

5． 3±1． 829

8． 0±2． 215

84． 0±2． 993

82．7土3．089．

78．7士3．343 88，0士2．653

66．7ニヒ3．848 74．7＝1： 3L 550

65．3士3．887 69。3士＄．766

57．3圭4．039 73．3土3．612

42．7土4．039 50。7士4．082

54．7士4，064．62．7土3．949

34．7＝ヒ3．887 42。7＝ヒ4．039

16．0士2．993 21．3士3．343

13．3」こ2．773 14．7」＝2．908

10．7土2．524 12，0＝ヒ2。653

8． 0±2． 2151 12， O±2． 653

を見れば，抜歯原：因の大勢を占めるものはやはり編蝕で

あり，とくに若い年代においてその傾向の強いことから

も，健全歯率の消長を追求することは驕蝕罹患率推移の

実態に一歩近寄るものであることは当然で，かっ，臨床

治療上にも参老とすべき点が多々生ずるものと思われ

る。例えば田型に属する女性6熔，VI型に属する男性
6”P・雄讐な・は漁期にすで・・相当の騰・

脱落歯を有し，その後の健全歯率の低下も速かで，とく

に欄治療・予防が望・れる・・・・…難1レ姓

．7ユ．毘．なども健全歯率の低下は直線的であり，必ずし

も従来発表7）きれている歯牙の喪失傾向などと一丁目

ず，治療上の注意を要する点である。成績を全般的に観

察すると，一一一XBの例外を除いて左右側の闇にはあまり差

がないようである。上下顎の間では，女性の小臼歯部が

近似するほかは全部異り，大略，前歯部では上顎が，大

臼歯部では下顎が，健全歯率の低下しはじめる時期も早

く，かっ急速なようである。また，女性は男性より健全

凹凹の低下は早く，かっ急である。

         VI結   論

 東京都内の一般開業診療所十数ヵ所を選び，過去数年

間にわたる外来患者申より性別，年令別｝e 30名ずつ抽

出して得た4200名（11～80才）につき．観察を行い，健

全歯率（騙蝕に対して）消長の傾向線を求めて表5に示

すような型に分類したが，踊蝕罹患の実態を知る上に

も，臨床的にも参考とすべき点が多く，応用価値がある

ものと考えられる。

 欄志するにあたり，終始，懇切なる御指導，御校閲を

賜った東京女子医科大学口腔外科学教室村瀬正雄教授に

深甚なる謝意を捧げます。また，統計的処理に対し，種

々，御教示，御助言を載いた同学衛生学教室三岡博人教

授，諸岡助教授に感謝の意を表します。なおとくに御援

助を職いた同学口腔外科学教室河合講師ならびに教室員

一1762一
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顎

  ll

歯

表4 各歯牙の年令階

      冒            右                    側
 一口    1

11一“15：  …  …94・7・・1・829    ．  …98・7士〔1・92598溢0・925
      旨  …88・と2・653…90・7士2・371100 97・3且323：100 …1・（1  10016一．20

・・一．25i @．82・7・…89…・・…26697・・…32398・7・…92r96…6…94・・・…82988…653
263068士3・809旨72・ヒ3・666：61・3・ヒ3・977：88・ヒ2・653…88圭2・653…94・7±1・829：88・II・2・65388・ヒ2・653

31－35 A64・3・9’9：70・7・3・716…57・・士…39．78・7・・3・343；82・7±3・089…84土・・993：72・・3・66666・7・3・848

36 40      161・ 3±3・977；64士3・919：64士3・919…81・3圭3・184…78・7±3・34385・3士2・908．                                                                                77．3士3．415                                                                       80±3．266

11rgl．1麗1器5驚1：綴1⊥1謬6211‡1：ll165製：lll；ltl：ll、1謡lll．誰1：罵

5、一一55』9．3土3．7、624、，3．48729．3，、3．7、6133．3士3．84834．7、、＝3．8875。．7±4．。8244。4．。5342．7、，4．。39

56一・・
P…7…766…36±・…9132±・・8・9．38・7・・3・977：42・7・…3953・3・…74：46・・±…7449・3・…82

61一一65 121．3」＝3、34318．7＝と3．18418．7土3．18421．3±3．34326．7＝1＝3．61226．7 ti＝3．612．22。7士3．415 22．7ニヒ3．415
                1       ．       ．       i
66一一70 1  4土1．6  15．3士1．829 9．3ヨ＝2．37118．7±3．18414．7士2．908  28土3．666 18．7±3．184 17．3士3．089
                     ミ                                             

71－7516・7・L2・04・16・7・ti・2・・414±・・6…6・7・1・2・・4・…9・3士2・37・9・3・・2・37・・6・7・1，2・・4／／ 1・・7」・2・524

76－80… 4」＝1．6 i5．3＝L1．829．2。7＝ヒL323  4辻＝1．6 旨 53＝i＝1．829 12＝一1＝2．653 9．3＝．ヒ2．371 9．3士2．371
      1 ．．．』      ．L．』

種

    11一一15

    16一一20

下21一閉．25

    26一一…30

    31…一35

    36一一40

    41一一45

    46一一一一50

    51一…一55

顎
    56一一60

    61一一一一65

   66一一一70

    71一一75

    76一一……80

     8 …7 …6 ；5 』4 i3
  ．一．．．．…．．．．一．．一．一．一皿…9fl募5聴ir．．  ．．1一．…．   ．．．．．．…

                                

          ．70．7二1＝3．716．61．31＝3．977  96士1．600 100       100

          69．3ニヒ3．766．58．7土4．0201 92＝L2．215 100       100

  60己＝4．00069．3±3．766  48二一L4．07985．3土2。90893．3＝L2．04197．3．1＝1．323
                               1                  ．一

．54、7＝Lヒ4．064  56 1．二4．05334．7ニヒ3．887．77．3士3．41589．3π｛＝2．524  96＝ヒ1．6
                               1      …

61．3圭3．977  52＝．i＝4．07938．7＝ヒ3．97774．7」二3．550
                                        1
38． 7 一Lt 3． 977 37． 3 t． 3． 949 33． 3 ll， 3． 84861． 3，L一． 3． 977i

                              1－t 一” t nnt1
39 ：”： 9・ ？1？ill ・ 9 ・’ i’一 f・ 9？9 99・ Z ・L： 9・ Z99Ef・ Z ・L e・ 99i／

26．7二L：3．61222．7二．．t 3．41521．3＝L 3．343｛26．7二t 3．612

 24±3．48721．3二1＝3．343．21．3士3．343

9． ．3 ± 2． 371 5． 3 一L 1． 829 10． 7－t一 2． 524

6．7＝ヒ2．041   4πヒ1．6   9．3±二2．371

6．7土2．041．5．3±1．829．5．3士1．829

2．7＝L1．323．  4士1．6   6．7士2，041
         旨

一同の厚意に対し感謝の意を表します。

                  女   献

1）

2）

3）

37．3，1，． 3． ｛ 49

21．3．，1，， 3．34329．3土3．71638．7

14．7＝一L，2。90826．7土3．612

  16二［＝2．993

  12 ±一 2． 653

Allen， E．F．：Journal of Dental Research 25

453 （1944）

Brekhus， P．J． ： TheJournal of the American

Dental Association 16 2237 （1929．）

Krough， H．W． ： The Journal of the Ameri－

can Dental Association 57 670 （1958）

4）

5）

6）

7）

8）

88 ，i，一 2． 653 97． 3 一1， 1． 323

76 ，，i，， 3． 487 86． 7 ，1一 2． 773

68，1一 3． 809． 81．3，E3． 184

40，1一 4． 000 57． 3 一V， 4， 03｛

44 ，． ［， 4． 053 54． 7 ｛一， 4． 064

            ，f，， 3． 977

          36二L．3．919

24 ，E 3． 487 26． 7，L一 3． 612

16 1一一 2． 993 17． 3 ± 3． 089

    2

100

98． 7・一F． O． 9251

100

  96 ，． 1，，． 1． 6

  96 一．L， 1． ． 6

93．3－L二2．041

86． 7 rL／ 2． 773i

82・ ． 7 ，． ！，一 3． e89’

  60 ， 1， 4． 000

58． 7－1一 4． 0？“0

  40 ，i．一 4． 000

38．7＝1二3．977．

26．7．．ヒ3．612．

14．7二．1＝2．908．

    ！

98．7土0，925

100

／00

93． 3±2． e41

  96＝ヒ1、．6

94． 7 ，L，． 1． 829

  84 ，一 1一． ．P．， 9． 93

82 ． 7 一 1一， 3． 08 9．

57． 3 k4． 039．

5Z 3，a，4． 03｛
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級別健全歯率表 （女）
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  図1 健全歯率消長傾向線の六型

各歯牙の健全歯率消長傾向線の分類表
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